
選定理由
Ⅰ．生態系被害が大きいもの。

Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高い。

Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。

Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、

     近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。

対策優先度の要件
①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大である。

②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。

③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い。

④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して甚大な被害を及ぼす。

⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。

備考欄の*印 ： 旧要注意外来生物

セルの色分け凡例

：今回の指定候補案

：特定外来生物に指定済み

【国外由来の外来種】 ※対策優先度の要件は緊急対策外来種・重点対策外来種のみ記入 2015.03.26

通し 分類群

No. No. 被害の深刻
度

実効性・実行
可能性

定着を予防する外来種（定着予防外来種）
侵入予防外来種

6 1 魚類 ブラウンブルヘッド Ameiurus nebulosus Ⅳ 未定着 未判定

7 2 魚類 フラットヘッドキャットフィッシュ Pylodictis olivaris Ⅰ,Ⅳ 未定着

8 3 魚類 ホワイトパーチ Morone americana Ⅳ 未定着 未判定

9 4 魚類 ラッフ Gymnocephalus cernuus Ⅰ 未定着 未判定

10 5 魚類 ラウンドゴビー Neogobius melanostomus   Ⅰ 未定着

その他の定着予防外来種
54 6 魚類 ガー科 Lepisosteidae Gen. spp. Ⅰ,Ⅳ 未定着

55 7 魚類 レッドホースミノー Cyprinella lutrensis Ⅰ 未定着

56 8 魚類 ヨーロッパナマズ Silurus glanis Ⅰ 未定着 *

57 9 魚類 ノーザンパイク Esox lucius Ⅰ 未定着 特定外来

58 10 魚類 マスキーパイク Esox masquinongy Ⅰ 未定着 特定外来

59 11 魚類 パイク科 Esocidae spp. Ⅰ 未定着 未判定

60 12 魚類 ガンブシア・ホルブローキ Gambusia holbrooki Ⅰ,Ⅳ 未定着 未判定

61 13 魚類 ケツギョ Siniperca chuatsi Ⅰ 未定着 特定外来

62 14 魚類 コウライケツギョ Siniperca scherzeri Ⅰ 未定着 特定外来

63 15 魚類 ナイルパーチ Lates niloticus Ⅰ 未定着 *

64 16 魚類 ストライプトバス Morone saxatilis Ⅰ 未定着 特定外来

65 17 魚類 ホワイトバス Morone chrysops Ⅰ 未定着 特定外来

66 18 魚類 ヨーロピアンパーチ Perca fluviatilis Ⅰ 未定着 特定外来

67 19 魚類 パイクパーチ Sander lucioperca Ⅰ 未定着 特定外来

68 20 魚類 スポッテッドティラピア Tilapia mariae Ⅰ,Ⅳ 未定着

69 21 魚類 オリノコセイルフィンキャットフィッシュ Pterygoplichthys multiradiatus Ⅰ 小笠原・南西諸島／未定着

総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）
緊急対策外来種

98 22 魚類 チャネルキャットフィッシュ（アメリカナマズ） Ictalurus punctatus Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ①②③ ⑤ 特定外来

99 23 魚類 ブルーギル Lepomis macrochirus Ⅰ,Ⅱ 分布拡大期～まん延期 ①②③④ ⑤ 特定外来

100 24 魚類 コクチバス Micropterus dolomieu Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ①②③ ⑤ 特定外来

101 25 魚類 オオクチバス Micropterus salmoides Ⅰ,Ⅱ 分布拡大期～まん延期 ①②③④ ⑤ 特定外来

重点対策外来種
131 26 魚類 タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus Ⅰ,Ⅱ 分布拡大期～まん延期 ①②③ *

132 27 魚類 カダヤシ Gambusia affinis Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ①③ 特定外来

その他の総合対策外来種
153 28 魚類 オオタナゴ Acheliognathus macropterus Ⅰ 定着初期／限定分布 *

154 29 魚類 ハクレン Hypophthalmichthys molitrix Ⅰ 定着初期／限定分布

155 30 魚類 コクレン Aristichthys nobilis Ⅰ 定着初期／限定分布

156 31 魚類 ソウギョ Ctenopharhyngodon idellus Ⅰ 定着初期／限定分布 *

157 32 魚類 アオウオ Mylopharyngodon piceus Ⅰ,Ⅳ 定着初期／限定分布 *

158 33 魚類 カラドジョウ Paramisgurnus dabryanus Ⅰ,Ⅳ 分布拡大期～まん延期 *

159 34 魚類 コウライギギ Pseudobagrus fulvidraco Ⅳ 定着初期／限定分布

160 35 魚類 カワマス Salvelinus fontinalis Ⅰ 定着初期／限定分布 *

161 36 魚類 ペヘレイ Odontesthes bonariensis Ⅰ,Ⅳ 定着初期／限定分布

162 37 魚類 カワスズメ Oreochromis mossambicus Ⅰ 定着初期／限定分布 *

163 38 魚類 ナイルティラピア Oreochromis niloticus Ⅰ 定着初期／限定分布 *

164 39 魚類 ジルティラピア Tilapia zillii Ⅰ 定着初期／限定分布

165 40 魚類 パ－ルダニオ Danio albolineatus Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

166 41 魚類 ゼブラダニオ Danio rerio Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

167 42 魚類 アカヒレ Tanichthys albonubes Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

168 43 魚類 スノープレコ Pterygoplichthys anisitsi Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

169 44 魚類 マダラロリカリア Pterygoplichthys disjunctivus Ⅰ 小笠原・南西諸島 *

170 45 魚類 アマゾンセイルフィンキャットフィッシュ Pterygoplichthys pardalis Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

171 46 魚類 ウォーキングキャットフィッシュ Clarias batrachus Ⅰ 小笠原・南西諸島 *

定着段階

　＜動物＞

我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト
修正履歴：150407通し№210学名、150515通し№103学名

備考選定理由

対策優先度の要件※

分類群 和名 学名
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通し 分類群

No. No. 被害の深刻
度

実効性・実行
可能性

定着段階 備考選定理由

対策優先度の要件※

分類群 和名 学名

172 47 魚類 ヒレナマズ Clarias fuscus Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

173 48 魚類 ソ－ドテ－ル Xiphophorus hellerii Ⅰ,Ⅳ 小笠原・南西諸島

174 49 魚類 グッピ－ Poecilia reticulata Ⅰ 小笠原・南西諸島 *

175 50 魚類 インディアングラスフィッシュ Pseudambassis ranga Ⅰ 小笠原・南西諸島

176 51 魚類 コンウ゛ィクトシクリッド Cichlasoma nigrofasciatum Ⅰ 小笠原・南西諸島

177 52 魚類 ブルーティラピア Oreochromis aureus Ⅰ 小笠原・南西諸島

適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）
206 54 魚類 ニジマス Oncorhynchus mykiss Ⅰ 分布拡大期～まん延期 *

207 55 魚類 ブラウントラウト Salmo trutta Ⅰ 分布拡大期～まん延期 *

208 53 魚類 レイクトラウト Salvelinus namaycush Ⅰ 定着初期／限定分布

【国内由来の外来種、国内に自然分布域を持つ国外由来の外来種】

通し 分類群

No. No. 被害の深刻
度

実効性・実行
可能性

総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）
緊急対策外来種

※魚類の該当種なし

重点対策外来種
※魚類の該当種なし

その他の総合対策外来種
224 1 魚類 琵琶湖・淀川以外のハス Opsarichthys uncirostris uncirostris Ⅰ 国内由来の外来種

225 2 魚類 東北地方などのモツゴ Pseudorasbora parva Ⅰ,Ⅱ 国内由来の外来種

226 3 魚類 九州北西部及び東海・北陸地方以東のギギ Tachysurus nudiceps Ⅳ 国内由来の外来種

227 4 魚類 近畿地方以東のオヤニラミ Coreoperca kawamebari Ⅳ 国内由来の外来種

対策優先度の要件
備考分類群 和名 学名 選定理由 定着段階
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